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ク
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ル
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トノ
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貿
易
理
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函同

封
ず
る
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早

i
 
l
 

--F 

代

治

l-) 

純
粋
経
漉
皐
の
理
論
的
護
展
の
上
に
於
け
る
ク
ー
ル
ノ
ー
の
業
蹟
に
就
て
は
今
日
何
人
も
是
れ
を
疑
ふ
も
の
は
な
い
。
就
中
、
彼

が
経
欝
事
の
研
究
に
数
皐
そ
謄
用
し
た
貢
献
に
至
つ
て
は
不
誠
の
功
蹟
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
こ
の
坊
蹟
は
彼
の
理
論
に
一
黙
の
諜

謬
な
き
こ
と
ぞ
意
味
す
る
も
の
す
は
な
い
と
共
に
又
そ
の
誤
謬
に
依
っ
て
彼
の
功
蹟
が
破
壊
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

彼
は
夙
に
数
皐
の
使
用
に
就
て
、
筒
軍
な
る
言
葉
、
正
確
な
る
記
就
及
び
厳
密
な
る
誰
明
そ
以
っ
て
、
際
限
の
な
い
論
平
に
陥
入

っ
た
困
難
を
解
明
す
る
に
常
に
何
等
か
の
利
盆
の
あ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
而
し
て
純
粋
経
掛
撃
が
そ
の
理
論
的
研
究
に
歌
皐

の
使
用
を
導
入
す
る
所
以
も
目
的
も
此
屈
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

57 

ク
ー
ル
ノ
ー
は
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
.
経
漕
皐
に
針
す
る
数
皐
の
膳
用
を
行
っ
た
が
、
彼
の
意
固
が
綿
て
完
全
に
達
せ
ら
れ
た
と

グ
ー
ル
ノ
ー
の
凶
際
貿
易
関
諭
に
封
す
る
パ

v
l
ト
の
批
評

五
，ヒ



、

グ
ー
か
ノ

1
の
閥
際
貿
易
政
論
に
到
す
る
パ

v

l
ト
の
批
評

五
八，

占8

断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
意
固
の
蓮
せ
ら
れ
た
る
揚
合
と
然
ら
ぎ
る
揚
合
と
が
あ
る
。
而
し
て
、

ク
ー
ル
ノ
ー
が
.
久
し

〈
論
争
の
結
え
な
い
保
護
関
税
の
問
題
を
中
心
と
し
て
圃
際
貿
易
理
論
を
考
察
し
た
揚
合
は
、
遺
憾
な
が
ら
後
者
の
揚
合
に
属
す
る

-6
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
彼
が
そ
の
意
図
を
達
し
得
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
パ
レ

l
ト
に
依
れ
ば
第
一
に
、
ク
ー
ル
ノ
!
の

理
論
の
基
礎
た
る
園
民
所
得
の
健
値
の
賓
質
的
襲
動
理
論
の
不
備
な
る
こ
と
.
第
二
に
、
是
れ
を
基
礎
と
す
る
園
際
貿
易
理
論
の
背

理
に
陥
入
る
こ
と
‘
第
三
に
、
日
記
等
の
誤
謬
は
要
す
る
に
ク

l
ル
ノ
ー
の
と
り
た
る
代
数
的
方
法
の
誤
用
よ
り
来
れ
る
こ
と
が
泉
け

ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
是
等
の
誤
謬
の
故
に
，
ク
ー
ル
ノ

l
の
閤
際
貿
易
理
論
は
理
論
的
債
値
を
有
せ
歩
、
閤
際
貿
易
理
論
の
年
久
し

き
混
乱
に
更
に
一
つ
の
混
乱
を
加
へ
た
に
遇
、
ぎ
な
い
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
思
ふ
に
、
科
皐
の
理
論
的
登
展
の
途
上
に
於

て
屡
々
見
出
さ
れ
る
誤
謬
に
は
凡
そ
二
種
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
如
何
に
も
救
ひ
難
き
、
悪
き
誤
謬
で
あ
る
。
而
し
て
他
の
一
つ
は
謂

は
H
A

良
き
諜
謬
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
科
皐
の
護
展
そ
助
長
す
る
結
果
と
な
り
得
る
諜
謬
で
あ
る
。
筆
者
が
潜
越
に
も
偉
大
な
る
経
梼

島一
a

者
の
理
論
の
跡
を
辿
り
乍
ら
屡
々
口
に
す
る
で
あ
ら
う
誤
謬
は
資
に
後
者
の
そ
れ
な
の
で
あ
る
。

?
l
シ
ア
ル
が
云
っ
た
如
く
、

ク
ー
ル
ノ
ー
の
天
才
は
そ
の
手
ぞ
通
る
樫
の
者
に
新
な
る
精
神
力
を
喚
び
起
さ
?
に
は
お
か
な
い
。
然
か
も
、
ク
ー
ル
ノ
!
の
真
理

ぞ
通
る
も
の
が
そ
う
で
あ
る
や
う
に
、
そ
の
誤
謬
そ
遁
る
も
の
も
亦
同
じ
く
新
な
る
洗
躍
を
受
く
べ
き
で
あ
る
。
筆
者
の
建
設
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
、
経
揖
墜
に
射
す
る
数
皐
の
路
用
に
於
て
斯
る
地
位
を
有
す
る
ク

l
ル
ノ
ー
の
誤
謬
の
中
に
こ
そ
級
輸
相
撃
の
反
省
と

設
展
と
が
約
束
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
査
し
.
ク
ー
ル
ノ
ー
に
於
け
る
誤
謬
の
異
の
意
義
を
合
得
す
る
こ
と
は
ク

l
ル
ノ

l
の
理
論
の

異
の
功
績
を
畳
り
、
叉
更
に
新
な
る
展
開
へ
と
彼
の
誤
謬
を
是
正
す
る
所
以
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
パ
レ

l
ト
の

己
目
戸
口
同

2
5
2
3
乙
。
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冨
山
)
凶
)
に
競
っ
て
此
の
問
題
を
顧
み
よ
う
と
す
る
の
が
此
の
一
文
の
目
的
で
あ
る
。

(=) 

ク
ー
ル
ノ

l
の
図
際
貿
易
理
論
は
園
民
所
得
の
償
値
の
質
質
的
量
動
な
基
礎
と
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
先
づ
此
の
園
民
的
所
得
の
賀

質
的
盤
動
理
論
の
吟
味
か
ら
出
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
此
慮
で
は
後
段
の
説
明
に
必
要
な
る
範
園
内
に
於
て
の
み
ク

l
ル

ノ
ー
の
所
設
を
叙
述
す
る
に
留
め
る
。

ク
ー
ル
ノ
ー
は
「
富
の
理
論
の
数
皐
的
原
理
」
に
於
て
名
目
的
枇
命
日
所
得
と
宜
質
的
吐
命
日
所
得
と
そ
同
別
し
、
先
づ
祉
舎
所
得
の

概
念
を
突
の
如
く
定
め
た
。

「
我
々
が
壮
曾
所
得
と
云
ふ
は
輩
に
所
謂
本
来
の
所
得
額
即
ち
土
地
所
有
者
乃
至
資
本
家
と
云
ふ
資
格

に
於
て
枇
舎
の
各
員
に
属
す
る
色
の
の
み
で
は
な
く
、
猶
ほ
そ
の
持
働
者
及
び
生
産
従
業
者
大
る
資
格
に
於
て
彼
等
に
蹄
す
る
賃
銀

へ
註
一
)

及
び
年
々
の
利
盆
そ
も
含
み
、
加
之
、
俸
給
の
年
額
を
も
是
れ
に
含
ま
し
め
る
o
」
而
し
て
園
家
聞
の
遁
商
関
係
を
考
察
す
る
揚
合
に

へ
叫
比
二
〕

は
ー
ャ
「
此
の
枇
舎
所
得
と
云
ふ
言
葉
は
園
民
所
得
に
代
へ
る
こ
と
が
出
来
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
園
家
の
全
領
域
内
に
わ
た

る
各
種
の
個
人
所
得
.
地
代
、
利
潤
及
び
賃
銀
の
合
計
ぞ
一
不
す
」
も
の
で
あ
る
。
弐
に
賓
質
的
批
A
W

百
所
得
と
は
、
「
吐
曾
の
全
躍
に
利

盆
と
な
る
所
得
の
合
計
」
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
の
名
目
的
枇
曾
所
得
並
に
賓
質
的
批
舎
所
得
は
夫
々
の
鐙
動
を
有
す
る
。
ク
ー
ル

ノ
ー
は
斯
る
定
義
の
後
に
次
の
問
題
を
提
出
し
た
。
「
二
市
揚
聞
の
交
通
、
商
業
.
或
は
一
市
場
よ
り
他
に
向
つ
て
の
商
品
の
輪
出
が

《
註
一
ニ
)

如
何
に
し
て
輸
出
入
雨
市
揚
に
於
け
る
枇
曾
所
得
の
償
値
を
箆
動
せ
し
め
る
か
。
」
例
へ
ば
も
し
枇
曾
所
得
の
償
値
が
輪
出
市
揚
に
於

59 

け
る
よ
り
も
職
入
市
揚
に
於
て
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
祉
曾
所
得
の
侵
値
は
如
何
に
措
置
動
す
る
か
。
彼
は
こ
の
問
題
に
答
へ
る
た
め
に

グ
ー
ル
ノ
!
の
凶
際
貿
易
現
論
に
到
す
る
パ

v

l
ト
の
批
評

五
九
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グ

1
V
/
1
の
凶
際
貿
易
問
論
に
封
す
る
バ

V
1
ト
の
批
評

大

O
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名
目
的
建
動
と
賀
質
的
費
動
と
を
比
較
し
.
そ
の
盤
動
を
計
算
す
る
方
法
治
導
き
出
し
、
前
記
定
義
の
吐
舎
所
得
が
名
目
的
所
得
で

あ
る
こ
と
を
計
非
の
方
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

(
註
凹
)

先
づ
、
枇
合
所
得
の
盤
動
を
考
へ
る
。
或
商
品
A
の
年
々

D
軍
位
の
消
費
に
劃
臆
す
る
そ
の
問
単
位
償
格
を
P
に
て
表
は
し
、

び
礼
子
守
以
っ
て
こ
の
P
の
異
な
れ
る
二
つ
の
値
を
一
示
し
、
叉
、
町
及
び
h

刊
を
以
っ
て
目
疋
等
に
封
臆
す
る
D
の
夫
々
の
値
と
す
る
。
而

し
て
今
、同

ゴ

〉

旬

。

"

古
口
』
〈

PH)。

と
仮
定
す
る
o

従
っ
て
、
商
品
償
格
の
騰
貴
は
一
枇
曾
所
得
或
は
少
く
と
も
こ
の
所
得
の
一
部
分
た
る
旬
。
ぞ
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

A
1
.

商
品
の
償
格
が
的
よ
り
仇
へ
騰
貴
す
れ
ば
、
商
品
の
生
産
者
の
所
得
は
、

g
p
!
?タ

だ
け
減
少
す
る
。
然
る
に
他
方
に
於

て
は
、
償
格
の
騰
貴
し
た
る
に
も
拘
ら
す
猶
ほ
機
観
し
て
商
品
A
t
q
買
ひ
入
れ
る
消
費
者
は
、
こ
の
騰
貴
し
た
る
商
品
の
需
要
に
充

て
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
支
出
を
要
し
、
従
っ
て
、

(ア
l
唱
。
)
同
)
』

に
等
し
き
量
な
他
の
商
品
の
消
費
の
た
め
の
使
用
に
於
て
節
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
反
之
、
商
品
の
償
格
騰
貴

の
た
め
に
そ
の
商
品
の
購
買
在
中
止
す
る
消
費
者
は
、

-
d
c
(
同
)
o
i
H
)

じ

に
等
し
い
部
分
の
所
得
の
値
を
他
の
商
品
の
需
要
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

前
者
の
値
よ
り
後
者
の
値
を
引
け
ば
、

日より。

l
p
u
p

と
な
る
。
即
ち
此
の
景
は
償
格
の
騰
貴
に
依
る
こ
の
商
品
の
生
産
者

ω所
得
の
減
少
量
に
正
に
相
等
し
い
。
「
そ
れ
故
に
他
の
商
品
の 及

第七十五節古ij掲香〔言 ~rq)



需
要
は
盤
化
せ
A
Y
、
叉
従
っ
て
枇
舎
所
得
の
愛
動
ハ
ク

l
ル
ノ
ー
は
名
目
的
所
得
を
貫
質
的
所
得
と
同
じ
太
い
き
に
考
へ
大
)
は
件

の
唯
一
の
商
品
A
に
針
す
る
P
並
に
D
の
鐙
化
に
よ
り
て
生
じ
た
所
得
の
盤
動
に
相
等
し
い
。

そ
れ
故
に
祉
命
日
的
所
得
の
名
目
的
減

少
は
、
唱
。
。
。
旬
、
同

(
設
五

で
あ
る
o
」

然
る
に
、
此
慮
に
注
意
す
べ
合
重
要
な
事
柄
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
商
品
A
の
債
格
措
置
動
の
前
後
ぞ
聞
は
が
是
れ
必
需
要
す
る
消
費

は
、
従
来

g
p
を
支
掛
っ
た
と
同
一
量
の
商
品
に
針
し
て

p
p
を
支
梯
ふ
ぞ
要
す
る
が
故
に
、

彼
の
富
の
賦
態
は
所
得
の
値
が
、

(
H
V
F
1
1
3〕

UM

だ
け
減
少
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
ぁ
、
た
か
も
商
品
の
債
格
が
騰
貴
し
な
か
っ
た
と
同
一
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
此
の
式
と
.
既
に
述
べ
大
生
産
者
の
所
得
に
於
け
る
減
少
ぞ
一
示
す
量
、
即
ち
、

H
U
H
V
。t
a
-
-
J
C
H

と
そ
合
計
す
れ
ば
、

唱。〔同)。
l
u
m
)

pcol-JH)】

な
る
量
の
枇
命
百
所
得
に
於
け
る
賓
質
的
減
少
を
表
は
し
、
名
目
的
減
少
を
表
は
さ

な
る
量
が
得
ら
れ
る
o

此
の
量
は

(註山
C

な
い
。
そ
れ
故
に
、
若
し

p
p
V
H
)。P
と
す
る
な
ら
ば
.

恥
は
日
よ
り
も
常
に
小
、
従
っ
て
肌
は
町
よ
り
も
大
で
あ
る
故
に
、

HJ

同
)
』

!
?
H
)。

に
等
し
き
壮
曾
所
得
の
名
目
的
増
加
が
得
ら
れ
る
。
而
し
て
賞
質
的
減
少
は

3
(
p
u
u
に
等
し
い
。

次
に
商
品
A
の
債
格
臆
貴
後
購
買
を
節
減
す
る
消
費
者
は
他
の
商
品
B
、

c
、
D
i
-
-
・:に、

今
求
め
ら
れ
た
値
と
全
く
相
等
し
い

量
(
祉
命
日
所
得
の
音
.
質
的
減
少
を
表
は
す
量
)
即
ち
.
句。ハり。
l

H

)

じ

を
振
り
向
け
る
。
彼
等
は
商
品
A
の
債
格
の
盤
動
に
よ
り
て

61 

生
ホ
J

る
或
る
一
定
の
損
失
を
蒙
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
‘
彼
等
は
此
の
所
得
部
分
を
従
前
の
償
格
組
織
に
於
け
る
有
利
な
る
使
途
と
は

グ

l
耐

/

1
の
図
際
貿
易
理
論
に
到
す
る
パ

V

1
ト
の
批
評

ム
ノ、
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グ

1
耐
ノ

1
の
閥
際
貿
易
現
論
に
封
す
る
パ
V
I
ト
の
批
評

ム
/、
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異
り
た
る
用
途
に
向
け
る
こ
と
を
儲
議
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
此
の
損
失
は
、
所
得
量
の
減
少
に
よ
っ
て
生
産
者
に

課
せ
ら
れ
る
損
失
及
び
商
品
の
あ
る
同
一
量
の
購
買
に
必
要
な
る
所
得
童
の
増
加
に
よ
る
消
費
者
の
直
接
の
損
失
に
等
し
い
。
而
し

て
此
の
損
失
額
を
数
量
的
に
商
円
一
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

(三)

ク
ー
ル
ノ
ー
は
名
目
的
所
得
よ
り
資
質
的
所
得
を
導
き
出
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
吐
合
同
所
得
の
資
質
的
盤
動
の
理
論
は
不
完
全
で

あ
っ
た
。
仮
令
、

一
園
の
或
る
輿
へ
ら
れ
た
る
賦
態
に
針
臆
す
る
名
目
的
所
得
が
存
す
る
と
し
て
も
、
同
様
に
貰
質
的
所
得
が
存
し

は
し
な
い
。
即
ち
、
寅
質
的
所
得
は
或
る
一
つ
の
賦
態
よ
り
他
の
賦
態
へ
盤
動
す
る
。

先
づ
名
目
的
所
得
に
つ
い
て
考
へ
る
。

事
官
に
於
て
、
商
品
A
が
P
な
る
償
格
を
有
す
る
祉
合
服
態
に
於
て
、

R
を
祉
舎
所
得
の
名
目
的
償
値
と
し
、

叉

商
品
A

の
D

目
瓦
そ
消
費
す
る
と
す
る
。
即
ち
‘

ヒd

Iま

H 
V 。

ヒヨ

に
針
躍
し
、

ヒ司

If 

市戸

ロド

If 

同
凶
3

If 

思

ヒコ

に
封
臆
す
る
と
す
る
。

さ
て
、
若
し
最
初
に
ぎ

w
p
の
航
態
よ
り

3

・
P
の
航
態
へ
、
次
ぎ
に
、

p
u
Hど
よ
り

p
w
p
へ
鐙
化
す
る
と
せ
ば
、
前

に
も
述
べ
た
る
こ
と
よ
り
、



H
H
o
l
H
H
H
H
?同
)
o
l
p
H
)戸

何回

l
H
w
n
H
P
U
H
1
3
H
)凶

を
得
る
o

従
っ
て
そ
れ
よ
り
、

出。

l
見山
H
U
回
以

C
U
G
1
3
H
)凶

即
ち
.
市

G
W
H
)
G

の
蹴
態
よ
り
】
M
U
M
P

へ
直
接
に
盤
動
す
る
揚
合
に
見
出
さ
れ
る
値
に
全
く
相
等
し
い
値
が
得
ら
れ
る
。

突
に
賓
質
的
所
得
に
つ
い
て
は
是
れ
と
は
別
に
取
扱
は
れ
る
。
震
質
的
所
得
な
る
ゐ
の
が
偲
り
に
存
在
す
る
と
し
て
是
れ
そ
R
に

て
去
は
し
、
叉
、
前
述
の
揚
合
と
同
じ
く
.
諸
々
の
賦
憩

p
b
o

一?
"
H
)
二

-
7
3
に
劃
臆
す
る
所
得
を
夫
々

出
。
切
切
-
w
対
日
と

す
る
。

A
1
若
し
、

g

w

p

よ
り
P

L

)
戸
へ
、
次
い
で
?
w
H
Y

よ
り
p
w
H
)
u

へ
襲
動
す
る
と
せ
ば
、

H
H
o
I
問、

-
H
E
(同
)
o
l
u
u

]
F
l
H
H
H
H唱戸
(
U
F
i
ロuu

が
得
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
れ
よ
り
、

]
F
l
河口

H
u
g
-
)
o
+
(
ヲ
l
p
υ
H
)
-
l
p
H
)日

が
得
ら
れ
る
。

叉
若
し
直
接
に
凡
よ
り
h

町
へ
襲
動
す
る
な
ら
ば
、

63 

MWolHHUHHMGハ
同
)
。

l
u
u
)

グ
ー
か
ノ

l
の
国
際
貿
易
迎
論
に
劃
す
る
パ

v

l
ト
の
批
評

ムノ、



グ
ー
か

/
1
の
凶
際
貿
易
割
論
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到
す
る
パ
V
1
ト
の
批
評
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が
得
ら
れ
る
。

斯
く
て
司

o
w
p
な
る
蹴
態
よ
り

p
w
p
な
る
賦
態
へ
達
す
る
た
め
に
辿
る
道
に
従
っ
て
、
九
よ
り
白
山
“
に
封
し
種
々
な
る
値
が
得

ら
れ
る
。

突
に
、
消
費
者
の

な
る
所
得
の
減
少
の
計
算
に
就
て
は
、
商
品
の
臆
貴
の
た
め
購
買
に
依
っ
て
蒙
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

(
甘
戸

1
3
)円
)
日

所
得
の
減
少
そ
計
立
せ
す
に
、
是
れ
ぞ
知
る
こ
と
が
来
る
。
事
貰
に
於
て
、
}
M
O
W
H

ど
よ
り
直
接
に

E
u
p
へ
盤
動
す
る
揚
合
に
つ

い
て
は
出
来
な
い
が
、

E

W

H

ど
よ
り

P
L
)』
へ
盤
動
す
る
場
合
に
は
、
刊
を
猶
ほ
購
入
し
、

bab-
購
入
し
な
い
消
費
者
の
計
算
が

出
来
よ
う
。

更
に
、
他
の
特
殊
な
る
推
論
が
考
へ
ら
れ
る
。

我
々
は
賓
質
所
得
の
減
少
が
‘

恒
久
同
)
c
l
H
)

じ
{
註
入
)

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今
若
し
P
H
O

で
あ
る
な
ら
ば
、
此
の
賓
質
的
所
得
の
減
少
は
零
で
あ
る
。
此
の
事
よ
り
、
彼
し
我
々
が

現
有
無
代
償
に
て
獲
得
し
て
ゐ
る
窓
試
が
代
償
そ
支
捕
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
稀
少
性
財
と
な
る
な
ら
ば
、
然
る
と
き
は
祉
合
所
得
の
寅

質
的
減
少
は
零
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
推
論
さ
れ
る
o

叉
、
或
る
他
の
揚
合
に
於
て
も
此
の
貰
質
的
所
得
の
減
少
が
零
で
あ
り
得
る
。
即
ち
、
前
述
の
式
に
於
て

P
L
)』
な
る
揚
合
で

あ
る
。
例
へ
ば
パ
ン
の
債
格
が
騰
貴
し
、
然
か
も
消
費
の
量
が
騰
貴
の
前
後
を
通
じ
て
同
一
に
保
た
れ
る
な
ら
ば
、
此
の
揚
A
口
吐
曾

所
得
の
賓
質
的
減
少
は
零
で
あ
る
。

第七十七節l制見書Cii主八〕



然
か
も
H
若
干
の
二
つ
の
揚
合
に
於
て
杜
曾
の
航
態
は
根
本
的
に
呉
つ

τゐ
る
筈
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ク

l
ル
ノ
!
の
・
祉
曾
所
得
の

賓
質
的
嬰
動
の
理
論
は
吐
曾
賦
態
に
闘
す
る
説
明
。
そ
奥
へ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
加
之
、
各
人
は
財
の
享
撰
よ
り
受
け
る
快
の
各
数

要
な
事
項
で
あ
る
。

量
を
計
量
す
る
。
而
し
て
是
等
の
快
の
数
量
に
就
て
.
そ
の
嬬
さ
ん
と
欲
す
る
財
の
使
用
を
知
る
と
云
ふ
こ
と
が
考
察
ぞ
要
す
る
重

(四)

F

註
九
〉

宜
質
的
国
民
所
得
の
時
変
動
を
基
礎
と
す
る
ク

i
ル
ノ
!
の
園
際
的
貿
易
理
論
は
保
護
貿
易
論
と
し
て
ア
ダ
ム
、

島一
a

慌
の
自
由
貿
易
論
に
針
立
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ク
ー
ル
ノ
ー
は
先
づ
二
つ
の
市
揚
A

、
B
を
偲
定
し
‘
そ
の
一
嗣
者
の
聞
に
商
品
M
の
交
易
が
禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
と
し
、

禁
止
が
撤
慶
さ
れ
た
と
し
.
A
市
揚
に
射
し
て
は
園
民
所
得
の
貰
質
的
愛
動
を
計
算
し
、

B
市
揚
に
針
し
て
は
、

算
す
る
。

考
察
の
使
宜
上
記
競
を
究
の
如
く
定
め
る
。

-， 
一、司h

k .... 

三十

詰声

出

首声

E
U
Z
H吊
U
W
M
h
剛
弘
山
梨
帥
合
印
豆
苔

同
)
M

，
H
)
p
 

日

r『
吊

U
B茶

日広吊
U
川
町
出
明
凡
ザ
同
列
「

ヰ
同
ト
邸
k
p

一H
パ
除
問
附
帥
含
か
…
緊
い
山
町
一
以
明
「

τ

ヒヲ官
Cア

U
F
H
δ
{
同一一茶

U
V

円
。
剖
網
守
山
引
「

ヰ
叫

h
w
E
H
パ
hr
開
仙
台
剖
健
陣

-H
山
哨
「

τ

6'5 

グ
ー
か

/

1
の
図
際
貿
易
理
論
に
封
す
る
パ

V

1
ト
の
批
評

ス
E
ス
並
に
そ
の

失
に
こ
の

そ
の
受
取
舗
を
計

ムハ五
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グ
ー
ル
ノ
ー
の
図
際
貿
易
現
論
に
封
ず
る
パ
V
1
ト
の
批
評

品、品、
J

ノ
」
ノ

IHJ 

at 

.，. 
号十
曲E
〉
チ噌

ヨ十
邸

ー←一一一一一 回

害罪
亡=

。.
~ 
ーも

()< 

、-
~ 

事務

レヒコ :戸、
旬、「

出旦 P、

器
削
相
]
山
口
パ
除
問
附
仙
台
J
『

μ

伊ピ
δ
嫁
伸

吋可邸
k
r
h
r
}
】

W

J

欝
毘
帥
合
叫
H
M
W

一M円
。
紬
師
陣

υ
J
円

δ
「
跳
+
中

出

δ
B宗

さ
て
、

可司釘

E
Hパ
除
問
附
竺
H
U「
υ
~
伊
良
δ
嫁い同庁

ヰ
叫
邸
竺
い
パ
益
岡
岬
史
ρ
h明
記
吊
)
師
同
防

ク
ー
ル
ノ
ー
は
A
園
に
於
け
る
岡
民
所
得
の
貰
質
的
増
加
を
計
算
し
て
.

市

民

同

l
-
v
m
(
りお

l
レ
)

そ
得
た
。
此
量
は
、

同)心〉

H
5
w

】
山
〉

p

l
レ

〈註一

O
V

な
る
故
に
‘
常
に
正
な
る
量
で
あ
っ
て
、
決
し
て
宜
質
的
減
少
に
化
す
る
こ
と
は
な
い
c

次
に
B
闘
に
於
け
る
岡
民
所
得
の
賞
質
的
減
少
を
計
算
し
た
の
で
あ
る
が
、

此
h

屈
で
は
彼
の
諮
明
の
後
の
部
分
の
み
を
述
べ
る
。

査
し
‘
彼
の
誤
謬
が
此
の
部
分
に
存
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

市
揚
uu
に
於
け
る
商
品
X
の
生
滞
者
は
ゼ
u
p
l
E
H討
に
て
去
は
さ
れ
る
所
得
の
宜
質
的
減
少
守
受
け
る
o

若
し
、
宮
町
〉

Z
V

H
U
V
H
)わ
で
あ
り
、
従
っ
て
、
宮
巴
一
u
V
1
】
)
わ
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
格

ω下
落
前
に
商
品
冶
購
入
せ

る
消
費
者
は
、

(
日
記
v

-

V

G

)

』
)
亡

に
等
し
い
支
を
他
の
商
品
R
、

8
.
T
申
一
寸
の
需
要
に
向
け
る
。
然
る
に
、

件
の
下
落
に
よ
っ
て
購
買

ぞ
促
さ
れ
た
消
費
者
は
赴
等
の
商
品
の
需
要
に
向
け
た
る
所
得
部
分
か
ら

τ-》
(
同
)
】
》

T
〕
出

l

]

)
ご

)

な
る
国
主
を
引
き
去
る
。

t.i'i;i..-!-八{すI

(
一
【
)

北口

f、
l~ 

01;-0) 



終
h

り
に
、

市
古
出
に
等
し
い
値
が
何
等
か
の
商
品
の
形
に
於
て
市
場
B
よ
り
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

故
に
、

七σ、
'"'" ，.) 

ハ
円
山
)

じ
等
し
い
外
資
が
従
来
市
揚
B
に
て
M
以
外
の
商
口
閉
じ
針
す
る
需
要
に
向
け
ら
れ
た
貰
金
に
加
へ
ら
れ

る
こ
と
そ
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
今
向
及
び
仰
の
量
を
合
計
し
よ
り
よ
り
仰
の
量
を
引
け

ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

同

)

F

H

)

σ

l

Z

H

)

わ

即
ち
.
市
揚
B
に
於
け
る
M
の
生
産
者
の
所
得
の
減
少
と
全
く
相
等
し
い
量
を
得
る
。

そ
れ
故
に
此
の
値
.

日
以

r
u
o
1
3》
同
)
才

そ
の
も
の
が
同
時
に
市
揚
A
よ
り
B

へ
の
商
品
M
の
職
入
よ
り
生
す
る
園
民
所
得
の
名
目
的
減
少
を
表

は
す
。下

落
以
前
か
ら
購
買
し
て
ゐ
る
消
費
者
は
下
落
後
に
は
所
得
の
値
が
‘
事
賓
上
、

(
司
}
》

l
-小
〕
同
)
ご

な
る
量
、
立
け
・
増
加
し
た
と
全
く
同
じ
地
位
に
在
る
。

此
の
二
つ
の
量
の
聞
の
減
算
冶
行
ふ
て
、
式

で
わ
(
同
)
-
v

ー

り

わ

)

(

串

)

が
得
ら
れ
る
。
此
の
式
は
轍
入
後
の
B
園
に
於
け
る
国
民
所
得
の
寅
質
的
減
少
ぞ
表
は
す
。

然
る
に
直
接
の
考
察
に
依
り
て
も
こ
の
向
式
の
得
ら
れ
る
こ
と
を
ク

l
ル
ノ
!
は
簡
軍
に
説
明
し
て
ゐ
る
。

市
場
B
は
輸
入
さ
れ
た
商
品
の
値
の
利
得
民
国

に
て
表
は
さ
れ
る
優
位
を
受
取
る
。
然
し
是
れ
に
針
し
市
揚
B
は
是
れ
と
全
く

67 

相
等
し
い
園
内
債
値
を
失
ふ
。
轍
入
の
後
に
も
猫
ほ
起
る
こ
と
で
あ
る
が
‘
市
場
B
に
於
て
生
産
消
費
さ
れ
る
量
】
)
わ
の
領
値
は
減

グ

1
耐

ノ

l
の
図
際
貿
易
理
論
に
封
す
る
パ
V
1
ト
の
批
評

六
七



グ
ー
か
ノ
!
の
図
際
穴
易
理
論
に
到
す
る
パ
V
1
ト
の
批
評

六
八

68 

少
す
る
。
然
し
乍
ら
内
園
生
産
者
の
蒙
る
損
失
は
内
園
消
費
者
が
よ
り
低
き
償
椅
に
て
商
品
そ
購
買
し
て
得
る
利
盆
を
以
て
正
に
相

殺
さ
れ
る
。
長
虫
》
l
H
)
わ
は
轍
入
後
B
に
於
て
生
産
さ
れ
.
ざ
る
が
故
に
、
従
っ
て
内
園
生
産
者
に
針
し
て
写
(
巴
r

l

具
)
に
等
し

い
損
失
が
生
歩
る
。
然
る
に
此
損
失
は

(
戸
)
}
》

l
H
v
h
〉
ハ
ロ
マ

l
H
)んい〉

即
ち
、
職
入
の
結
果
、
従
来
予
ぞ
支
掛
っ
た
と
同
様
の
も
の
を
債
格
尽
に
て
獲
得
す
る
内
園
消
費
者
の
得
る
利
盆
に
て
償
は
れ

る
。
そ
れ
故
に
職
入
の
結
果
、
国
民
所
得
に
起
っ
た
-
百
質
的
損
失
は
結
局
旦

(
p
l
u
u
)
に
相
等
し
い
。

ク
ー
ル
ノ
ー
は
斯
る
岡
民
所
得
の
宜
質
的
盤
動
ぞ
基
礎
と
せ
る
詮
明
を
以
て
ア
ダ
ム
、

ス
ミ
ス
及
び
そ
の
皐
波
の
自
由
貿
易
論
に

ス
E
ス
が
貿
易
均
衡
設
に
到
し
て
ピ
は
な
く
、
園
冨
と
の
閥
係
に
於
て
閥
税
理
論

(
註
一
ニ
〉

に
針
し
て
提
出
せ
る
一
切
の
抗
議
は
我
々
の
論
じ
た
る
原
理
に
よ
っ
て
解
答
さ
れ
た
。
」

判
定
そ
下
し
た
。
ク
ー
ル
ノ
!
日
く
。
「
ア
ダ
ム
、

然
し
乍
ら
ク

1
ル
ノ
!
の
詩
明
は
不
充
分
で
あ
る
。
ク
ー
ル
ノ
ー
は
そ
の
数
皐
的
計
算
に
よ
っ
て
一
つ
の
揚
合
ぞ
誰
明
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
以
っ
て
他
の
場
合
を
も
説
明
し
た
と
な
し
て
ゐ
る
。
ク

l
ル
ノ
ー
は
、

一
因
が
あ
る
商
品
ぞ
職
入
す
る
時
に
、
彼
の
定
義
せ

る
園
民
所
得
の
行
質
的
竣
動
な
る
茸
は
員
で
あ
る
と
云
ふ
市
中
を
誰
明
し
‘
而
し
て
輪
入
は
損
失
で
あ
る
と
云
ふ
説
明
を
奥
へ
た
と
信

じ
た
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
若
し
閲
民
所
得
の
賞
質
的
減
少
が
損
失
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
詮
明
さ
れ
得
る
な
ら
ば
然
り
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
此
の
市
中
を
そ
の
本
質
に
於
て
見
る
な
ら
ば
二
つ
の
命
題
が
我
々
に
と
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
事
が
政
ち
に
知
ら
れ
る
o

既

に
述
べ
た
る
が
如
く
‘

ク
ー
ル
ノ
!
の
定
義
し
た
所
謂
貰
質
的
所
得
の
盤
動
が
零
な
る
揚
合
(
我
々
の
呼
吸
す
る
安
気
に
劃
し
て
代

.
債
を
支
抑
ふ
こ
と
そ
示
す
)
に
も
、
叉
バ
ン
の
消
費
を
減
少
せ
』
下
し
て
他
の
商
品
の
消
費
を
犠
牲
に
さ
え
す
れ
ば
、
バ
ン
の
債
格
の

fb九寸・二I'lii前倒書UfI:一二)



騰
貴
の
場
合
に
も
零
で
あ
る
。

其
慮
に
存
す
る
ク
ー
ル
ノ
ー
の
理
論
の
誤
謬
を
一
居
よ
く
認
識
す
る
た
め
に
、
彼
の
考
察
し
た
揚
合
と
類
似
の
別
の
揚
合
ぞ
と
つ

て
、
彼
と
同
一
の
山
刀
法
並
に
原
理
を
円
以
っ
て
是
れ
を
考
察
し
て
み
よ
、
7
0

A
1
B
聞
は
A
闘
に
射
し
て
戦
勝
し
.

是
れ
に
年
々
或
る
一
定
量
の
小
委
を
賠
償
に
課
す
る
と
す
る
。
首
識
的
に
は
此
慮
に
於
て
B

園
が
そ
の
冨
の
賦
態
を
よ
り
よ
く
し
た
と
云
ふ
。
今
、
走
れ
を
ク
!
ル
ノ

l
の
理
論
に
従
っ
て
考
へ
れ
ば
尖
の
如
く
で
あ
る
。

国
亙
込
山
〉
亙

h

e」
昨
日

4
3
P山
州
知
的
豆
島
t

ドてZ

テ
桜
吊

U
B宗

] 

) 

、」
d

出
明
。
除
関
口
「
パ

H
W
E
h
H
Vザ
ミ
加
、
ケ
岨
市

δ
部
組

切
函
品
目
深
凶
民
門
出
凡
T
w
m〕
R
e〕
吋

υ
~
伊
豆
様

戸、，、

、}，
W
吊

U
S茶

守
、
¥
」
d

川
明

δ
円
一
川
同
開

又

}
}
日
]
亡
、
+
出

と
偲
{
え
す
る
0

(

此
属
で
は
筒
軍
に
す
る
大
め
に
小
委
の
消
費
は
・
増
加
し
な
い
と
仮
定
す
る
。
此
場
合
に
は
R

園
民
は
賠
償
を
受
取
る
以
前
に
於
て
も
パ
ン
に
は
充
分
で
あ
る
。
此
の
一
事
は
以
下
の
説
明
の
展
開
を
妨
け
は
し
な
い
。

一
般
に
は
泊

費
が
増
加
す
る
こ
と
は
事
置
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
現
象
は
常
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
得
る
。
一
、
既
に
賠
償
前
に
消
費
し
て
ゐ
る
小
委

の
部
分
を
園
民
が
無
代
償
に
て
受
取
る
利
盆
。
二
、
消
費
を
よ
り
大
な
ら
し
め
得
る
利
盆
。
今
、
前
者
の
利
得
が
零
で
あ
る
と
云
ふ

こ
と
ぞ
主
張
し
よ
う
と
す
れ
ば
ク

l
ル
ノ
ー
の
理
論
よ
り
如
何
な
る
こ
と
が
現
は
れ
て
来
る
か
。
例
へ
ば
富
者
に
と
り
で
は
若
し
バ

69 

ン
の
償
格
が
市
十
分
だ
け
低
落
す
る
揚
合
に
彼
は
消
費
右
増
加
し
な
い
で
は
あ
ら
う
か
.
然
し
必
・
減
し
た
支
出
の
利
得
一
虐
待
る
で
あ
ら

グ

1

W
ノ

1
の
川
間
際
貿
易
問
論
に
到
す
ろ
パ

V

l
ト
の
批
-
汗

六
九



グ

I

W
ノ

I
の
同
際
貿
易
則
論
に
到
す
る
パ

V
1
ト
の
批
評

七
O 

?θ 

ぅ
。
又
一
日
二
個
の
パ
ン
を
購
ふ
家
族
の
父
が
若
し
三
個
の
パ
ン
を
奥
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
家
族
は
一
個
だ
け
必
勝
っ
て
問
個
を
食
し

斯
く
て
二
重
の
利
得
即
ち
」
1
.

二
仰
の
バ
ン
ぞ
蹄
ふ
代
り
に
一
個
行
け
ぞ
購
ふ
利
得

C
.
二
個
の
パ
ン
治
食
ふ
代
り
に
四
伺
を
食
ふ

利
得
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
)

さ
て
然
る
時
は
小
奈
の
生
産
者
は

勺
ロ
セ
、
亡
、

に
等
し
い
所
得
の
減
少
を
受
け
る
。

北
に
小
委
の
刊
日
量
を
購
入
す
る
小
委
消
費
者
は
他
の
商
品
R
.
8
、
T
:
:
:
:
の
需
要
に

(戸》|司、)口、

に
等
し
い
値
や
d

振
り
向
け
る
。

更
に
、
賠
償
と
し
て
受
取
ら
れ
た
小
委
が
無
代
償
に
て
B
園
の
消
費
者
の
問
ド
ド
分
配
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、

此
の
一
や
は
商
品
R
、
s
.
T
i
-
-
:の
需
要
に
他
の
位
、

日
d
(

いり
l
H〕
、
)

町一ロ!日ベロ、

を
振
り
向
け
る
こ
と
L
な
る
。
即
ち
合
計
、

が
他
の
商
品
の
購
入
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
棉
量
は
泊
費
者
の
所
得
を
減
少
せ
し
め
る
量
と
正
に
相
等
し
い
。
従

っ
て
.
ク

l
ル
ノ

l
の
読
明
を
此
慮
に
続
返
へ
し
て
、
枇
舎
所
得
の
盤
化
は
小
委
に
よ
る
所
得
の
盤
化
に
相
等
し
い
と
云
ふ
事
が
知

ら
れ
る
。

更
に
ク

l
ル
ノ
ー
の
詮
明
に
倣
っ
て
続
け
れ
ば
、

H
d
H
v
l旬
、
】
リ
『

な
る
値
は
B
の
園
民
所
得
の
名
目
的
減
少
、

従
っ
て
A
よ
り
B

へ
支
排
は
れ
た
賠
償
の
名
目
的
減
少
を
表
は
す
。

今
、
償
格
低
落
前
に
購
入
し
、
や
が
て
小
委
の
儒
格
が
低
落
し
、
且
つ
一
部
分
を
無
代
償
に
て
受
取
る
消
費
者
は

所
得
の
値
が
あ
だ
か
も
.
猫
ほ
購
入
す
る
部
分
に
針
し
て
は
司
ハ
ロ
1
H
)

、
)
の
増
加
、
或
は
棉
計

戸大

σ
l
句、切、



の
増
加
を
錦
し
た
と
同

ι航
態
に
作
ろ
o

従
っ
て
所
得
の
資
質
的
増
加
は
差
引
合

で
あ
る
。

さ
て
然
る
に
向
由
貿
易
論
に
判
定
を
興
へ
た
ク
ー
ル
ノ

l
に
依
れ
ば
‘
彼
は
先
づ
園
民
所
得
の
宜
質
的
減
少
ぞ
導
き
来
り
、
此
の

減
少
は
損
失
で
あ
る
と
主
形
し
た
。
従
っ
て
そ
の
賓
質
的
増
加
は
利
盆
で
あ
り
、

そ
の
値
の
零
な
る
こ
と
は
何
等
の
利
盆
そ
取
得
も

せ
す
叉
典
へ
も
し
な
い
と
云
ふ
古
宇
佐
示
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
故
に
此
の
事
は
B
闘
に
と
っ
て
は
止
固
に
課
し
た
賠
償
を
受
取
る
も
或
は

受
取
ら
ぬ
差
別
が
な
い
と
云
ふ
こ
と
L
な
る
。
斯
る
背
理
な
る
結
論
に
導
く
詩
明
は
明
か
に
誤
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
諜
謬
は
主

と
し
て
岡
家
の
純
情
賦
態
の
良
否
如
何
を
一
不
す
園
民
所
得
の
賢
官
的
盤
動
と
し
て
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
数
回
一
及
。
ぞ
引
き
去
る
事
に
有
る
も

の
で
あ
る
。

(玉)

以
上
ぞ
以
っ
て
ク

l
ル
ノ
!
の
園
民
所
得
の
賓
質
的
盤
勤
理
論
に
不
備
な
る
艶
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
基
礎
と
し
た
同
際
貿
易
論
が
背

理
的
結
論
に
到
達
す
る
所
以
を
述
べ
た
。
然
ら
ば
日
疋
叫
甲
子
の
理
論
上
の
不
備
と
諜
謬
と
は
何
慮
か
ら
由
来
し
た
か
。
バ
レ
!
ト
に
依
れ

ば
そ
れ
は
代
数
的
方
法
の
誤
用
に
蹄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-
先
づ
最
初
に
考
へ
ら
る
べ
き
事
は
、
上
述
の
ク

l
ル
ノ
ー
の
理
論
上
の
結
論
に
蓮
す
る
嬬
め
に
は
代
数
的
方
法
ぞ
除
く
こ
と
が
出

来
る
と
云
ふ
事
で
あ
る
。

A
1
.

前
建
の
揚
合
に
就
て
見
る
に
、

生
産
者
の
所
得
の
減
少
は
B
闘
が
A
園
の
賠
償
そ
受
取
る
前
に
取
得

71 

し
た
る
量
と
そ
の
後
に
取
得
し
な
る
量
と
の
聞
の
差
に
等
し
い
。
然
る
に
消
費
者
の
所
得
は
そ
れ
と
相
等
し
い
量
だ
け
増
加
す
る
o

グ
ー
か
ノ
!
の
閥
際
貿
易
理
論
に
訴
す
ろ
パ

V

1
ト
の
批
評

七



グ
ー
ル
ノ
ー
の
岡
際
貿
易
斑
論
に
針
す
ろ
パ

V
I
ト
の
批
評

七

72 

何
ん
と
な
れ
ば
.
彼
等
は
同
一
茸
の
小
萎
を
有
し
.
前
述
の
二
つ
の
荒
の
よ
り
大
な
る
量
を
支
梯
ひ
、
よ
り
小
な
る
長
の
み
を
消
費

す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
榊
加
は
減
少
を
相
殺
し
、
所
得
の
官
質
的
問
変
動
は
零
で
あ
る
こ
と
L
な
る
。
例
へ
ば
或
る
封
鎖
的
市

揚
に
於
て
バ
ン
ぞ
焼
く
た
め
に
必
要
な
る
小
委
を
耕
作
す
る
一
人
の
パ
ン
屋
.

ゐ
る
と
す
る
。
牧
若
者
は
何
日
二
個
の
パ
ン
を
バ
ン
屋
よ
り
受
取
り
.
そ
の
代
り
に
羊
毛
二
オ
ン
ス
ぞ
興
へ
る
。
バ
ン
屋
に
劃
す
る

一
人
の
牧
音
者
、

一
人
の
稲
荷
栽
培
者
が
生
活
し

τ

此
の
給
付
の
一
部
は
織
物
じ
、
他
の
部
分
は
パ
ン
屋
が
葡
荷
酒
を
得
る
た
め
に
葡
荷
栽
培
者
へ
輿
へ
る
。
さ
て
A
1
或
る
慈
善
家
が
一

個
の
パ
ン
(
蛍
該
市
場
の
外
部
か
ら
来
大
)
を
牧
京
問
者
へ
進
呈
し
た
と
す
る
。
然
る
と
き
は
牧
寄
者
は
パ
ン
屋
よ
り
唯
克
一
個
冗
け

を
買
ひ
.
バ
ン
屋
へ
は
羊
毛
一
才
ン
ス
花
け
を
興
へ
、
他
の
一
才
ン
ス
の
羊
毛
を
以
っ
て
稿
、
萄
栽
培
者
か
ら
葡
萄
酒
を
得
る
事
が
山

-
米
る
。
然
る
に
ク

l
ル
ノ

l
の
理
論
に
依
れ
ば
闘
民
所
得
の
宜
質
的
盤
動
は
零
で
あ
る
と
云
ふ
。
事
貰
に
於
て
葡
萄
酒
に
闘
す
る
限

り
、
も
し
そ
れ
ぞ
バ
ン
昆
の
代
り
に
牧
市
者
が
飲
む
揚
合
に
於
て
の
み
事
柄
は
最
初
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
パ
ン
屋
の
所
得
は
羊
毛

一
オ
ン
ス
百
け
減
少
し
‘
牧
説
問
者
の
所
得
は
パ
ン
一
個
花
け
噌
加
し
.
而
し
て
前
者
と
後
者
と
が
相
殺
さ
れ
る
。
誠
に
然
。
。
然
る

に
ク

1
ル
ノ

l
の
理
論
が
見
逃
し
た
事
は
、
パ
ン
毘
が
唯
克
一
伺
の
パ
ン
を
輿
へ
な
が
ら
.
小
委
を
耕
作
す
る
土
地
ぞ
二
つ
に
分
け

る
こ
と
が
出
来
る
と
云
ふ
事
ぞ
考
察
す
る
事
で
あ
る
。
そ
の
土
地
の
一
部
分
に
牧
畜
者
へ
費
る
た
ピ
一
個
の
パ
ン
ぞ
得
る
た
め
に
小

宴
を
耕
作
し
.
他
の
部
分
に
は
他
の
作
物
を
耕
作
し
、
斯
く
て
園
民
所
得
に
添
加
さ
れ
て
そ
れ
を
増
加
せ
し
め
る
新
し
き
所
得
が
得

ら
れ
る
。
然
も
此
の
事
は
ク

l
ル
ノ

l
以
前
に
既
に
琵
度
と
な
く
繰
り
返
へ
し
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
.
且
つ
特
に
代
数
的
記
時
四

ふ
倍
以
て
複
雑
化
さ
れ
る
必
要
を
見
な
い
喝
の
も
の
で
あ
る
。

新
く
て
一
一
厨
明
確
に
な
っ
た
此
の
詮
明
は
経
憤
阜
の
初
歩
的
考
察
の
中
に
現
は
れ
る
主
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
叉
弊
働



を
ば
利
盆
ぞ
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
考
へ
る
代
り
に
、
目
的
と
し
て
考
へ
る
事
よ
り
生
守
る
請
時
を
明
白
に
す
る
。
即
ち
E

固
に
と
っ
て
は
所
得
の
宜
質
的
盤
動
は
零
で
あ
る
が
、

B
固
は
よ
り
少
な
き
量
の
労
働
並
に
資
本
を
以
て
同
一
量
の
財
ぞ
生
産
す
る

こ
と
L
な
る
。
事
買
に
於
て
此
量
は
.

A
よ
り
賠
償
と
し
て
受
取
り
た
る
小
委
そ
生
産
す
る
に
丁
度
必
要
な
だ
け
の
努
働
並
に
資
本

そ
節
約
す
る
。
そ
れ
放
に
B
園
は
そ
の
蕗
分
し
得
べ
き
努
働
並
に
資
本
。
倍
以
っ
て
他
の
手
段
財
ぞ
獲
得
し
、
斯
く
て
ク

l
ル
ノ
ー
の

看
過
し
た
所
得
増
加
ぞ
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

日
記
れ
に
依
っ
て
観
れ
ば
ク

l
ル
ノ
!
の
理
論
上
の
二
重
の
誤
謬
の
一
つ
は
、
不
確
置
な
る
仮
定
か
ら
出
立
し
た
事
に
存
す
る
と
云

ふ
事
が
出
来
る
。

次
に
第
二
の
説
謬
は
こ
の
、
不
確
買
な
る
偲
定
を
基
礎
と
す
る
推
論
に
代
数
的
方
法
が
誤
用
さ
れ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
此
の
事

は
決
し
て
経
漕
皐
に
於
け
る
数
単
一
の
膳
旧
を
否
定
し
よ
う
と
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
経
悟
皐
が
科
皐
と
し
て
本
質
的
に
数
量
的
に
な

hJ
、
従
っ
て
数
撃
を
以
っ
て
徹
底
的
に
取
扱
ひ
得
ら
れ
る
に
至
る
べ
き
こ
と
を
信
じ
る
。
然
し
乍
ら
我
々
の
戒
心
す
べ
き
こ
と
は
、
代

数
的
方
法
が
使
旧
さ
れ
る
故
に
の
み
不
確
買
な
る
恨
定
よ
り
粛
さ
れ
る
控
明
も
大
な
る
巌
弱
性
ぞ
得
る
と
誤
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

要
之
、
ク
ー
ル
ノ
!
の
誤
謬
の
中
心
は
理
論
の
出
立
貼
た
る
不
確
賞
な
る
俄
定
に
存
す
る
が
如
く
考
へ
ら
れ
る
が
、
パ
レ

l
ト
ぞ

以
っ
て
す
れ
ば
重
大
な
る
誤
謬
は
む
し
ろ
数
接
的
方
法
の
誤
用
に
あ
る
。
即
ち
、
問
題
と
す
る
現
象
の
本
質
を
把
握
す
る
矯
め
に
不

過
一
切
な
る
方
法
ぞ
誤
用
す
る
こ
と
は
、
遡
っ
て
考
へ
れ
ば
、
現
象
の
木
質
を
見
誤
っ
て
ゐ
る
重
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
。
而
し
て
バ
レ

ー
ト
は
剛
体
に
於
け
る
力
の
合
成
に
閲
す
る
現
象
と
国
際
貿
易
の
現
象
と
の
本
質
的
類
似
を
考
へ
、
前
者
に
閲
す
る
解
析
的
理
論
、
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即
ち
そ
の
均
衡
並
に
蓮
動
の
解
析
的
理
論
が
現
象
の
本
質
を
把
握
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
.
一
勺
岳
山
口
加
え

の
偶
力
に
閲
す
る
鷲
何
皐
的

グ

l
w
/
!
の
閥
際
貿
易
理
論
に
到
す
る
パ

v

l
ト
の
批
評

七



グ
ー
ル
ノ
ー
の
凶
際
貿
易
問
諭
に
到
す
る
パ

v

l
ト
の
批
評

vヒ
阿

74 

理
論
が
是
れ
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
後
者
の
国
際
貿
易
理
論
へ
の
路
用
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ハ
周
知
の
如
く
内
向
貿
易
論
の
立
場
に
布
石
パ

V

1
ト
伐
自
ら
の
図
際
貿
易
烈
論
私
有
し
て
ゐ
る
D

共
の

m論
が
H
V
O日

5
2
の
側
カ
理
論
の
如
何

な
る
肱
川
の
下
に
於
て
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
私
の
銭
的
興
味
か
感
ず
る
い
路
ぐ
あ
る
が
、
岱
商
の
問
題
外
て
あ
る
故
是
れ
か
他

日
の
機
合
に
一
議
る
)


